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2. 発電設備の導入による建築物等への負荷及び発電設備の規模等の調査・検討 

発電設備の導入による建築物等への負荷 

各施設の構造計算書の有無について下表に示す。 

 

表 2-1 構造計算書の有無 

 

 

32 施設の構造計算書の有無を確認したところ、No.1～9 の小中学校では保安されていないこと

を確かめた。小中学校は災害時の避難所であり、平日の電力需要量も見込まれるため、太陽光発

電設備の導入候補として優先度が高い施設である。また、各校の建物構造は類似しているケース

が多く、検討結果の水平展開が可能と考える。そこで、簡易構造計算に必要な資料が揃っている

小中学校を選定し、簡易構造計算を実施した。これにより、現段階における学校施設への太陽光

発電設備導入の可否を把握することを目的とする。 

次頁以降に、当該施設に関する簡易構造計算の結果を示す。 

No. 施設名称 構造計算書の有無
荷重

[kg/m2]
備考

1 柏崎小学校 × －
2 白銀南小学校 × －
3 白山台小学校 × －
4 西白山台小学校 × －
5 西園小学校 × －
6 長者中学校 × －
7 白銀南中学校 × －
8 白山台中学校 × －
9 東中学校 × －
10 西地区給食センター 〇 40~60 積雪荷重1700N/cm/m2（積雪量85[cm]）
11 吹上公民館 × －
12 是川公民館 〇 210 積雪荷重未考慮（積雪量85[cm]）
13 館公民館 〇 85 積雪荷重未考慮（積雪量85[cm]）
14 根城公民館 〇 40 積雪荷重1700N/cm/m2（積雪量85[cm]）

15 江陽公民館 〇 135
積雪荷重未考慮（積雪量85[cm]）

ソーラーパネル設置を考慮し500N/m2を見込済み
16 八戸市博物館 〇 70 積雪荷重100kg/m2（積雪量50[cm]）

八戸市中央駐車場 〇 120 積雪荷重未考慮（積雪量85[cm]）
八戸市庁舎 × －

18 八戸ポータルミュージアム 〇 30 積雪荷重不明
19 東体育館 × －
20 南部山健康運動センター × －
21 新井田インドアリンク 〇 0 積雪荷重不明
22 南郷屋内温水プール × －
23 長根屋内スケート場 〇 0 積雪は別途
24 八戸市第二魚市場 〇 0 積雪荷重未考慮
25 根城コミュニティセンター × －
26 八戸市総合福祉会館 〇 60 積雪荷重不明
27 一般廃棄物最終処分場 〇 20 （積雪量110[cm]）
28 八戸市公会堂 × －
29 八戸市南郷文化ホール 〇 － 耐荷重未記載
30 八戸市美術館 〇 40 積雪荷重1700N/cm/m2（積雪量85[cm]）
31 農業経営振興センター 〇 70 積雪荷重140kg/m2（積雪量70[cm]）
32 八戸市立市民病院 × －
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調査概要 等

導入可能性

①

②

③

屋上防水最新年度④

特記事項　 縮尺 ＮＯ

改修無し

書類名称日付 施設名

調査概要

調査範囲  → 屋根伏図

R7.12太陽光発電設備設置に係る 構造検討 A4:S=1/600

建築/改修工事 年度

積雪荷重取扱

構造図  有
計算書  無

旧新耐震設計の区別

設計図書
の  有無

新校舎   平成 8年建築(1996年)
増築校舎 平成16年建築(2004年)

新耐震設計

積雪深さ → 85cm 一般地域
住所

八戸市東白山台二丁目31番1号

①積雪量→県条例に記載されている値を使用｡

②設計用積雪荷重  

  →積雪荷重単位荷重 一般地域 20N/㎡/cm

  → 許容応力度計算(構造計算)

     時の積雪荷重の扱いは下記による｡

20N/㎡/cmx85cm

建築基準法

③平成19年国土交通省告示第594号第2第三ﾎ による積雪の割増

県 条例

該当外

北

南

西

東

床面積
2階 → 862㎡
1階 → 873㎡ 合計1,735㎡

白山台小学校 校舎

八戸市東白山台 地区内

下記 考察参照

11頁参照

長期 設計用荷重

     →固定荷重+積載荷重 積雪荷重時の検討不要

短期 設計用荷重

     →固定荷重+積載荷重+1.00x積雪荷重

     →固定荷重+積載荷重+地震荷重(水平力) 

                         積雪荷重時検討不要

③2階大梁 許容応力度設計における 安全率σ/f

  σ/f < 0.97 の条件を満たせば安全は担保される｡

①柱 許容応力度設計における 安全率σ/f 

     σ/f < 0.97 の条件を満たせば安全は担保される｡

01積載荷重条件→ ･勾配屋根 非歩行用 積載荷重=0.0N/㎡として検討した｡

02床ｽﾗﾌﾞS1 小梁B1 は 積載荷重をﾊﾟﾈﾙ荷重 400N/ ㎡ 積雪短期荷重 1,700N/㎡として検討した｡

太陽光ﾊﾟﾈﾙ設置の可能性

設置条件 →

白山台小学校 校舎 1/11

②R階 大梁 許容応力度設計における 安全率σ/f

  →大梁小梁ｽﾗﾌﾞ等の平均荷重→約7,300N/㎡であることから

    ﾊﾟﾈﾙ400(N/㎡) / 7,300(N/㎡)=0.06→ 6%の荷重増

    σ/f < 0.94 の条件を満たせば安全は担保される｡

3％の余裕率が必要

6％の余裕率が必要

※保有耐力算定(設計ルート3)の場合は
  保有耐力が各階それぞれ

④基礎梁 許容応力度設計における 安全率σ/f

  σ/f < 0.98 の条件を満たせば安全は担保される｡

03柱 大梁 の構造検討については 地震力の増大率を算定し 必要安全率σ/fの値を算定した｡

既存建物に

既存建物に

既存建物に

既存建物に

3％の余裕率が必要

2％の余裕率が必要

  2階→ 2.4%
  1階→ 1.3% 

既存建物の保有耐力
に左記の余裕率が必要

床ｽﾗﾌﾞS1 小梁B1
検定率σ/f 
= 0.27 < 1.0 OK

検定率σ/f 
= 0.72  < 1.0 OK

→従って 安全は 担保される｡

2-2



2-3



2-4



2-5



2-6



2-7



2-8



2-9



2-10



2-11



2-12



 

2-13 

 

発電設備の規模等の調査・検討 

航空写真の判読等による机上検討により、太陽光パネルの設置可能性のある箇所を抽出し、そ

の面積を把握した。また、日陰や反射、騒音の影響を考慮すべき住居等の保全対象や障害物の有

無を確認することにより、事業実施における配慮事項（日陰、反射、騒音）を整理した。さらに、

アンケート調査により、施設管理者のパネル設置に対する意向、パネル設置予定箇所の現状の利

用状況等を把握する。机上調査・アンケート調査で把握できなかった項目がある施設に対して現

地調査を実施し、屋根状況や細やかな支障物の有無等の詳細情報を網羅的に把握しパネルレイア

ウトを決定した。 
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図 2-1 周辺環境及び屋上及び敷地内の空きスペースの確認【例】再掲 

 

光害（要注意）

周辺環境：木 

太陽光パネル

設置可能性・面積
屋根・駐車場等

①机上調査：太陽光パ
ネルの設置可能性のあ
る箇所の抽出 

②机上調査：周辺配慮
事項の整理 

パネル設置不可 

太陽光パネル③ ア ン ケ ー ト ・ 現 地 調
査：アンケート調査に
よる施設管理者の意
向確認、及び現地調
査による詳細情報の反
映 

防水工事

予定 

イベント

利用 


